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×プロフィール：山田泰久（やまだやすひさ）

NPO法人CANPANセンター 代表理事

一般財団法人非営利組織評価センター 業務執行理事

寄付月間推進委員会委員

社会的インパクト評価イニシアチブ共同事務局

イシス編集学校（松岡正剛氏主宰） 師範代 Facebook

群馬県高崎市出身、慶應義塾大学文学部卒（フランス文学専攻）。

1996年日本財団に入会。2014年4月、日本財団からNPO法人CANPANセンターに転籍出向。
日本財団とCANPANセンターが合同で実施する「日本財団CANPANプロジェクト」の企画責任
者。主に、ＮＰＯ×情報発信、オンライン寄付、助成金、IT・Web、ノウハウ、出身地などの文
脈でセミナー開催・講師、プロジェクト、情報発信などを実施。

twitter:@canpan2009

Facebook→http://www.facebook.com/yamadamay

← CANPAN講座 http://blog.canpan.info/c-koza/

CANPAN・NPOフォーラム http://blog.canpan.info/cpforum/ →

2

http://www.facebook.com/yamadamay
http://blog.canpan.info/c-koza/
http://blog.canpan.info/cpforum/


×日本財団とは？
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• 1962年設立の民間の助成財団

• ボートレース（競艇）の売上金（2.5％）と一般・企業から

の寄付金をもとに活動

• 助成金で幅広く、事業開発で先駆的に、ソーシャルイノ

ベーションの実現を目指す
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CANPANについて
http://fields.canpan.info/

公益団体のための情報発信サイト

• NPOの情報発信プラットフォーム

• 全国規模の助成制度のデータベ
ース

• 助成金申請のための団体情報

• オンライン寄付決済システム

http://fields.canpan.info/
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CANPAN活用の3つのポイント

①今のWebでは、スマホ対応とキーワード検索

→ブログの活用

もしやっていないのなら、広告がないCANPANブログを！

②人が集まる場所で情報開示・発信

→CANPAN団体情報データベース

法人格を問わず、支援者が知りたい情報開示項目

（助成金申請に必要な項目）

③Yahoo!ボランティアの活用

→CANPANトピックス掲載から自動連携

（セミナー、ボランティア募集）
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ＣＡＮＰＡＮ団体情報データベース

2016年度のアクセス数： 訪問者 訪問数 ページビュー

1,355,815 1,805,991 2,962,254
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• 団体情報データベースに対するニーズが高まっている
• 団体の組織情報（信頼情報）を知りたい
• 多くの活動団体の中から自分にあった団体を探したい
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支援される方法（オンライン寄付）

CANPAN決済サービス http://kessai.canpan.info

◎インターネット上でお願いしてみる

◎寄付はお金だけではなく、『人』を集める

★最初の一歩を踏み出す！

目標【10〜30万円で出来ること】を立て、お願いして、報告する

http://kessai.canpan.info/
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情報発信のこともやっています。

セミナーだけでは伝えきれないことを本にまとめました。

ＮＰＯのためのＩＴ活用講座

～効果が上がる情報発信術

久米信行 著 山田泰久 著

学芸出版社

四六判・224頁・定価本体1800円＋税

■■内容紹介■■

「お金が足りない」「忙しい」「どんな情報を発信して

いいかわからない」…そんなアナタに、無駄な手間と

コストをかけず、個人・団体としての活用を使い分け、

広報、資金調達、マーケティング、キーパーソンとの

ネットワーキングなど、NPOの業務に劇的な効果を

もたらす方法を、二人の達人が豊富な事例をもとに

お伝えします。



×ユニバーサルマップ・アプリ「Bmaps」
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×非営利組織評価センター（JCNE）
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2016年4月１日、全国の非営利組織の評価を行うことで信頼できる組織の情報
を広く社会に発信し、支援環境の充実に寄与するために非営利組織評価セン
ター（JCNE）を設立しました。
チャリティの歴史が長い諸外国では、第三者である評価機関が寄付等を受け
て活動する団体の運営状況を評価認証し、結果を公開しています。日本でも同
様の非営利組織の評価が必要な時期になりました。
この非営利組織評価センターは民間セクターの手で作りたいという願いから、
多くの団体に設立のご支援をいただきました。株式会社をはじめ助成財団、
NPO、一般法人といった多様な設立発起人からのご出捐。そして賛同パート
ナーである助成財団からの応援を得ています。さらに５年後の自立を目指し事
業運営には日本財団の助成をいただいています。

組織マネジメントに関する23の基準に
基づく第三者書面評価



×非営利組織評価センター（JCNE）
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非営利組織のための「第三者組織評価」
申し込み受付中！

2017年度は、試行期間として無料で評価を実施
対象：特定非営利活動法人（認定・特例認定含む）、

一般社団法人、一般財団法人
受付団体数：2017年度全200団体

【評価までの流れ】
①Webサイトから申し込み

https://jcne.or.jp/
②「自己評価の手引書」をダウンロードし、自己評価を実施
③各種書類を揃えて、評価依頼



×寄付月間：毎年12月



寄付月間～Giving December～について

寄付の受け手側が寄付者に感謝し、また寄付者への報告内容を改善するきっかけとなり、

そして多くの人が寄付の大切さと役割について考えることや、寄付に関心をよせ、行動をするきっかけともなる月間を
制定する。

委員長 小宮山宏 三菱総研理事長/元東京大学総長

共同事務局長 鵜尾雅隆 日本ファンドレイジング協会代表理事

民間非営利組織、企業、行政、国際機関などで寄付に関連する取り組みをしている全国代表的な機関の代表者が集ま
り、35名の推進委員会を構成 各法人の有志による共同事務局を設置して、寄付月間の統一ロゴ作成や各方面との連携

による全国的周知による啓発活動、イベント開催や賛同パートナー（無料）の拡大などを行います

寄付月間とは

推進委員会

その他

・社会課題の解決のための寄付の促進が本委員会の設立の背景にあるが、寄付の定義は、寄付
者個々人によって違いがあり、多様性を許容する観点から、寄付の定義について委員会として
は明確な排他性をもたない。

・本委員会、寄付月間参加は、各主体の自発性に基づくものであり、何ら強制的な要素を含ま
ない。また、特定団体や特定課題への寄付を要請するもではなく、委員会としての政策提言を
目指すものではない。



2000年の開講以来、個々人の潜在的な「編集力」を引き出し、情報を集め、関係づけ、表現する
までの「情報編集」に必要となる多様なメソッドを学ぶカリキュラムをインターネット上で提供
し続けています。また、企業の人材育成や学校教育、地域づくりなどでも展開しています。

守・破・離を中心としたコース。
コーチを養成するISIS花伝所を通じて、様々な
職業の人が「編集コーチ」として活躍している。

指導者の多様な職業 プランナー
コーチ・教師
事務・公務員
マーケティング・営業
編集・翻訳
ＩＴ・技術
ライター
デザイナー
学生・主婦
銀行・会計士
ディレクター
管理・経営
芸能ほか
研究・コンサルタント
司書・学芸員・書店員
医師・医療
建築

コーチング研修で校長も自ら指南。

卒業イベントでは各地の受講生が一堂に会す
る。

Fact Sheet（2017年４月時点）
受講者数： 約 3万名以上
指導者数： 約 600名以上

校長松岡正剛 編集工学研究所所長

生命の歴史からICTまで、あらゆる情報文化技術を

編集工学にまとめ誰もが学べる「方法の学校」とした。
東京大学客員教授ほか、ディレクターを務める
プロジェクト多数。平城遷都1300 年記念事業、
経産省「クリエイティブ・ジャパン」 ほか

『知の編集術』
（講談社現代新書）

『知の編集工学』
（朝日文庫）

イシス編集学校のご紹介

http://es.isis.ne.jp



イシス編集学校のご紹介
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講座に入る前に

あらためてインターネットを利用する意義を考える！

NPOにおいて、インターネットは選択項目から必須項目に

NPOは活動や組織を情報として可視化しなければいけない
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よい団体とは、

よい活動とよい情報発信を

している団体である。
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①NPOセクターの立場で
→より多くのNPOが情報発信することで、

NPOセクター全体の信頼度をアップする

②市民の立場で
→専門的な情報を必要としている人に情報を届ける
→自ら情報発信できない人に代わって発信する

③団体の立場で
→団体や活動を持続的にするための資源を獲得する

情報開示・情報発信の意義
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×
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なぜ、ＮＰＯは情報発信するのか？

そもそも、NPOやその活動は外から見てわからない存在である。

ＮＰＯの活動は、現場にいないとわからない。

自ら、可視化していかなければいけない宿命

自ら、価値化しなければ伝わらない運命



×
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ＮＰＯの情報発信

活動や
思い

価値化

情報共有 理念共有

情報発信 共感

可視化

＜組織外＞

＜組織内＞

※団体、個人として
表現し、可視化

※マルチステークホル
ダー（全方位）で考える
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本日お話しすること

リアルな助成金の活用

→実際の助成プログラムの状況、リアルな助成金申請、助成金を本
当に活用するということ、それに基づいた事業づくりについてお話
します

なぜ、助成金の獲得ではなく、活用なのか？

→「獲得」はあくまで通過点、そのあとでどのように「活用」するかとい
うことが大事

なぜ、助成金なのか？

→助成金が持っている付加価値とその可能性

団体を成長させ、地域・社会を変えていくことができる



×
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お話しをする前に・・・

助成金に関する基礎知識は、以下のページの掲載資料参照

http://blog.canpan.info/c-koza/archive/517

【基本】初級～上級

１．助成金の全体像を把握する

助成金の活用2014_セミナー資料_基礎編.pdf

２．助成金というものがどういうものか、その基本を知る

助成金セミナー基礎編_日本財団荻上.pdf

３．助成金申請から事業報告まで、助成金に関する一連の流れとやることを学ぶ

助成金活用マニュアル_日本財団荻上.pdf

【応用】中級～上級

４．助成金を活用するという視点で、あらためて助成金の可能性について学ぶ

助成金の活用2017_セミナー資料.pdf ⇐今回の資料のオリジナル

５．その他、申請から事業実施まで、助成金について参考なると情報を知る。

助成金の活用2014_参考資料.pdf

http://blog.canpan.info/c-koza/archive/517
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助成金の基本

１．助成金の知識

・助成プログラムの募集要項から学ぶ

２．助成金の事業センス

・『事業づくり』と、『その後の活用』のWセンスです

３．助成金の考え方

・このプレゼンでお伝えします
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助成金の知識

１．CANPANの助成金データベースから、助成プログラムを30個ピッ
クアップする

２．自団体オリジナルの「助成金カレンダー」を作成する

助成機関／助成プログラム名／募集時期／申請上限額

３．特に気になる助成プログラムを5個選んで、募集要項を読み込む

４．助成事業ホワイトリスト（CANPAN作成）をダウンロードし、どのよ
うな事業が助成の対象になっているのかを調べる

◎CANPAN助成金データベース ◎助成事業ホワイトリスト

http://fields.canpan.info/grant/ http://blog.canpan.info/cpforum/archive/1048

http://fields.canpan.info/grant/
http://blog.canpan.info/cpforum/archive/1048
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助成金の事業センス

助成財団スタッフが見る「景色」 ※違った景色を見ている
①事業の本質
・ニーズ
・実現性（実施と効果）
・継続性（助成金終了後）

②事業の効果
・受益者に対して
・支援者に対して（事業の対象者の場合）
・地域に対して

③事業からの副産物
・社会と地域の変化
・組織の継続と発展
・活動の深化と進化
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助成金の事業センス

活動＋＠（規模拡大、地域拡大、充実等）
人材
仕組み・ハード

分野として
地域として パイロットとして実施し、
団体として 実績を作る

調査研究
普及啓発
人材育成
情報提供

従来事業

新規事業
（パイロット）

関連事業

組織
基盤強化

ネットワーク
支援
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助成金のトレンド①

１．ロジックモデルの導入が少しずつ始まる
課題の因果関係、現状把握、ステークホルダーなど、社会課題を関係性でとらえる

２．助成プログラムの見直しや枠組みの再構築の時期
キリン福祉財団、パナソニックNPOサポートファンド、コスモ石油エコカード基金、中
央ろうきん等がプログラムの見直しや枠組みの再構築を実施、あるいは検討中

３．少数選抜並走支援型助成プログラムが少しずつ増える
SVP東京、三菱UFJリサーチ&コンサルティング、 デロイト トーマツ 、日本ベン
チャーフィランソロピー基金、日本財団ソーシャルイノベーター制度など

４．事業評価を視野に目的・目標の精査
一部の助成プログラムで、事業評価手法を見直し、新しい事業評価の仕組みを制
度の中に組み込む動きあり
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助成金のトレンド②

５．協働型事業への支援
個々の団体だけでは課題解決が難しくなっているので、他の団体やセクターと一緒
に課題解決に取り組んでいくことが求められている

６．震災復興助成プログラムの連の動き
全国規模では、一部のプログラムのみが対象地域や内容などをフォーカスして継
続して実施している状況で、県内限定募集を行う地域の助成プログラムがメインと
なっている

７．地域における併走支援
コミュニティ財団や地域の中間支援組織による、並走支援を伴った助成プログラム
が確実に増えている
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助成金奇譚

『共感型ブレイクスルー』（ファンドレイジング日本2018のコピー）

◎助成機関スタッフにとっての共感とは？

①多くの事業を見ているスタッフにとっては、申請書が「なるほど〜」
と思えるか。

②事業終了時点で、事業を「過去」としてではなく、「未来」を語るもの
になっているか。

◎助成金でブレイクスルーできるのか？

助成期間中はブレイクスルーできない。

助成期間後にブレイクスルーできる。

団体ではなく、受益者のブレイクスルーを志向する。

★助成事業で実績（ブレイクスルー）を作り、共感を誘う（数値とス
トーリーで伝える）。
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助成金奇譚

助成機関とNPOに、パートナーシップはありうるのか？

◎助成金とは？

成功を助けるお金？

成長を助けるお金？

成果を助けるお金？

◎助成金の主語は？

★お金を変換した事業から生み出される『価値』を媒介とした、助成
財団ーNPOー受益者ー地域ー社会の関係性と、『価値』の拡大。
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助成金奇譚

助成機関とNPOに、パートナーシップはありうるのか？

①基本は担当者同士の人と人のつながり。よい人がいる組織は、比
較的よい人がいるので、そのつながりを増やしていく。

②「価値観」を共有し、お金ではなく、生み出す「価値」の話をする。

パートナーとして

③事業実施中は、助成機関スタッフに積極的に情報発信していく。

③関係者を含め、やってよかったと思ってもらえる事業にする。

④有期限のプロジェクトだからこそ、関係者で共感をわかちあう。

⑤事業終了に伴う事務手続き終了後も、「価値」を通じて、関係性を
保つ。
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助成金奇譚

『助成金は投資』

◎助成金は、助成機関から見て、はたして投資なのか？

自分たちが行うより、効果的効率的だから投資する。

今取り組むことで将来のコストを削減するために投資する。

組織の成長に投資する。

将来に渡って成果が生み出されるから投資する。

◎NPOにとっても、投資なのか？

⇒投資にはリターンが必須。助成金のリターンとして、何を返す？



Copyright by CANPAN
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助成金申請の上手な団体は

助成金申請の書き方ではなく、

助成金申請の考え方を知っている
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Copyright by CANPAN

×

審査する側の論理

申請する側の誤解
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助成金の活用

申請 実施

成果

消費

活用

成果

投資

事業
内容に反映

申請
内容に反映
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NPOの資金調達で大事な「○○負担」

会費

寄付

助成金・補助金

事業費収入

融資

受益者負担

行政負担

支援者負担

自分負担

★徹底的に、他の団体の収入研究を行う。

★類似団体がどこから助成金をもらっているかを研究する。
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NPOの資金調達

継続性資金

単発性資金

成果を出し続けるこ
とで、継続的な支援
が得やすいお金

よい成果を出しても、
性質上、継続的な支
援が得にくいお金

自治体等の制度的な補
助金や、企業や個人の
寄付等

民間の助成金や省庁・独
法の補助金、クラウドファ
ンディング等

受益者数や地域の
変化などの成果が
目標

仕組みやハード、モ
デル事業などの「残
るもの」が目標
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助成金の意味

【助成金】

事業の完成を助けるお金

→どんな事業を行うかが大事

【補助金】

行政上の目的のために、団体の不足分を補い助けるお金

→行政上の目的を理解することが大事

※行政自身が自ら出来ないことを、団体への資金援助という

形を通じて、自らを補い助けるためのお金という側面も

成果を出すことを助けるお金
○成果志向（受益者の変化）
○成果物
○モデル事業
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助成金の目的

助成金の目的の変遷

事業の完成

団体の成長

事業の成果

1990年代後半～

ＮＰＯ・ボランティア団体
の発展期

2000年代後半～
事業評価の流れ
課題先進国

事業の型
が多様化
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選択と集中

→活動の中から
特別な事業を抜き出す

40



×

41

助成金に関する認識の違い

申請する側は「活動」のための資金がほしい

助成する側は「事業」のための資金を提供したい

⇒普段の活動と、特別な事業
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活動と事業の定義（仮説）

活 動

・継続して実施するもの

・活動が継続されることで持続的に成果を生み出していく

事 業

・一定の期間を設けて実施するもの

・事業で生み出した成果が別の成果を生み出していく

★助成金申請とは、普段の「活動」の中から特別なものとして「事業」
を抜き出す

★事業に対して資金提供し、事業終了後もその資金を有効に活用し
てほしい
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助成金と補助金

行政 民間

提案と審査

要件クリア

補助金
助成金

助成金

業務委託
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助成金クイズ

全国規模の助成プログラムについてお聞きします。

みなさんが持っているイメージを余白に書き込んでください。

Q1.助成金の締切が一番多い月は何月？

Q2.助成金の申請上限額で、一番多い金額帯は？

Q３.助成金の採択率の平均は？
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共有タイム

3，4人のグループになってください。

①まずは自己紹介から（ぐるっと一巡する）

・一人2分で

・自己紹介＆団体紹介

・団体としての助成金実績

→どんな事業で、どこから、いくらぐらい助成金をもらったか

②先ほどの助成金クイズの答え合わせ



×

CANPAN助成プログラム白書
～全国規模の助成プログラムの分析～

2014年2月発行

46
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CANPAN助成制度データベース

・全国規模、もしくは複数県で申請募集を行っている助成プログラム
で、任意団体を含む公益団体が活用出来るものを掲載

・300を超える助成プログラムのリストをもとに、毎週、助成機関の
Webサイトを確認し、募集要項が発表された助成プログラムの最
新情報を随時更新

・データベース形式なので、募集時期や助成金の上限額などの条
件で詳細検索を行うことができる

→「CANPAN助成プログラム白書」とは、これらの助成プログラムの
データを分析し、今すぐ活用出来るリアルな助成金の姿をまとめた
調査報告書（速報値）
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48

締切月別の助成プログラム数

助成金の募集締め切りが多い月は、5月と11月
（それぞれ47件）

助成プログラムの件数
年2回募集している21件はそ
れぞれの月に計上。

「通年」は随時、毎月、隔月、
年3回、4回で募集締め切りが
あるもの。
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申請上限額別の助成プログラム数

申請上限額が100万円のものが59件
上限額100万円までの助成プログラムは158件で、全体の52％

助成プログラムの件数

0

10

20

30

40

50

60

70
助成金額は活動地域の範囲と連動している
自治会・小学校区→10～30万円
市区町村→50万円
都道府県→100万円
全国レベル（地域or先駆性）→200万円以上
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50

助成金甲子園

市町村 都道府県 全国

3～30
万円

30～
100
万円

50～500
万円

それ以上
助成額
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全国規模と地域限定

予算総額 上限額 採択予定件数

全国 １億円 ５０万円 ４００件

県単位 ５００万円 ５０万円 １０件

どちらの助成プログラムに申請しますか？
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助成金総額別の助成プログラム数

対象助成プログラム 231件 合計額32,137,864,043円
助成金総額5000万円以下のものが180件で、全体の78％

助成プログラムの件数

0

10

20

30

40

50

60

70 対象助成プログラムは決定
総額か予算総額が掲載され
ているもの。両方掲載されて
いる場合は決定総額を優先
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採択率別の助成プログラム数

対象助成プログラムは105件で、採択率の平均は32.１％
申請件数31,310件 採択件数11,070件

0

5

10

15

20

25

助成プログラムの数
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１．助成金の活用
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クイズ：寄付と助成金とCF

あるプロジェクトの活動資金100万円。

あなたの団体はどの方法で資金調達したいですか？

A. 市民から一人1万円、100名からの寄付で100万円

B. 助成金で100万円

C.クラウドファンディングで100万円

★条件、事務、情報、事業
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外部の資金源の付加価値

信頼の付加価値

→「誰からもらっているか」という評判・信頼

ネットワークの付加価値

→資金源が持っているネットワークを活用できる

事業づくりの付加価値

→資金源が持っているノウハウを提供してもらえる

事業後の付加価値

→成果を上げることで団体の実績になる
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なぜ助成金なのか？

助成金の付加価値が大きいから

57
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助成金の付加価値

信頼の付加価値

→助成機関からもらっていることによる信頼度向上、実績作り

ネットワークの付加価値

→助成機関が持っている活動分野間のネットワーク

事業づくりの付加価値

→助成プログラムを通じて助成機関に蓄積された、持続的で波及
性のある事業づくりのノウハウや視点

事業後の付加価値

→成果を上げ報告することで、団体のことをさらに詳しく知ってもら
う、その成果を代わりに宣伝してもらえる
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あらためて獲得ではなく、活用

「お金の獲得」ではなく、「助成金を活用」するという考えから始める

（誤った認識）

×助成金は事業を行うためだけのもの

→助成金を使って、団体や活動の発展を目指す

×助成金はもらった団体のためだけのもの

→その成果を受益者はもちろん、広く地域や社会、他の団体に還
元する

（もう一つのメリット）

○助成金の申請や事業実施を通じて、公益活動の在り方を学ぶ
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助成金に関する新しい考え方
『助走金』と

『助成金のＰＤＣＡサイクル』

60
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助成金のイメージ・チェンジ

助成金

助成期間

助走金

助走期間

自走

助走というプロセスで「力」を蓄え、大きくジャンプ（成果）する。
その後も自走できる実力をつける。
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助成金のPDCAサイクル

PLAN
事業計画を考える
助成金申請を行う

DO
事業を実施する
成果を出す

ACTION
実績を公開する
事業成果を活用する

CHECK
事業を評価する
ノウハウをまとめる
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２．申請と審査

63
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助成財団からよく質問されること

なぜ助成金が必要なんですか？

× 資金が不足しているから

○ 団体や活動が発展・成長していく上で必要な資金だから

助成金が終わった後は、どう続けていくんですか？

→助成金で◎◎することで、終わった後は～～が見込めます。
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成長にあわせた助成金の活用

助成金をもらった後にどう活用して、どう団体の発展に活用するか

立ち上げ期

事業確定期

新規展開期

社会影響期

突発
事態

社会の
変化

状況の
変化

地域限定 全国規模 モデル事業

見つけた
ニーズ
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助成金の金額規模から見るレベル感

助成金額 0円 50万円 100万円 200万円 300万円

市町村

都道府県
全国規模

全国的に先駆的事業

事業実施

団体の発展

他団体・他地域への貢献

サービス提供

課題解決

仕組みづくり

対象地域

成果

課題解決
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団体にとって投資という視点

自団体の成長のために助成金を活用する

• 助成金で資金がある時に、事業を持続的に実施していくための
仕組みを作る

• 事業の成果を今後の活動に活かす

• 実績をしっかりまとめ、団体の信頼度をあげる
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助成金はいつ活用すべきか

現場、団体、事業の三つの立場で考える

○現場は、緊急的ニーズ、社会環境の変化

○団体は、立ち上げ期、発展期、基盤強化期

○事業は、新規事業の実施、既存事業の発展

助成金を活用して、どうなりたいかを考える

参考情報
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団体としての視点で考えた時

立ち上げ期 発展期 基盤強化期

団体を立ち上げた時に活用

・立ち上げ団体支援の助成金を活用（助成金50万円以下）

・助成金で団体の基礎となる「事業」を整備する

団体を発展させたい時に活用

・団体支援を行う助成金は少ないので、事業を中心として助成金
を活用

・助成金で団体の核となる事業の構築やブラシュアップ

参考情報
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団体としての視点で考えた時

立ち上げ期 発展期 基盤強化期

活動実績がある団体が基盤を強化したい時に活用

・持続的に事業費をねん出できる事業の構築

・団体や事業を支える人材の養成や、ファンドレイジングなどの基
盤強化

・既存事業のスケールアウトを事業化することもあり

・数少ないが、団体基盤強化の助成プログラムを活用

・事業を中心にした助成金（200万円以上）を活用するが、団体だ
けではなく、社会に還元するという視点が重要

参考情報
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事業としての視点で考えた時

新規事業の実施 既存事業の発展

新規事業を行う時に活用

・継続して実施していきたい新規事業を立ち上げる時に活用し、そ
の基盤を作る

・立ち上げ初期にかかるコストを助成金で賄う

・通常の事業とは違う、単発のものの事業を行う時に活用し、その
事業の成果で地域や社会に、「持続的な価値」を提供する

参考情報
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事業としての視点で考えた時

新規事業の実施 既存事業の発展

既存事業の発展形で事業を行う時に活用

・既存事業を拡大・進化させる時、あるいは既存事業から発展させ
た形で事業を展開させる時に活用

・「変化」「違い」が明確な事業であることが大事

・その「変化」「違い」に納得性と説得性を持たせる

・「変化」「違い」から、今までにない価値を提供する

・他の助成金からの振り替えの場合は特に説得性が必要になる

参考情報
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既存事業の発展形の解説

◇今まで実施してきた事業との違い

◇新たに助成金が必要になった環境の変化

◇事業の中の新しい視点や工夫

◇これまでの事業は「○○」期、申請事業は「××期」というステー
ジの変化

（例）

・これまでは実験的に自主財源で実施していたが、助成金で事業
の基盤を構築する

・自分たちの地域で成果が出た事業なので、他の地域に横展開、
あるいは他の団体にノウハウを伝える

・これまで実施してきた事業のターゲット層からさなるターゲット層
にサービスを提供する（地域や対象者）

参考情報
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聞かれたことに答える
（申請書の各項目）

→言いたいことではなく、相手が知りたいこと
〇具体的な事実

〇計画への思考の過程

74
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知りたいこと
『WHY？ →HOW？ →WHO？』

なぜ、この問題に取り組むのか？
どのようにして解決するのか？

誰が行うのか？

75



Copyright by CANPAN

×

審査担当者の共感（＝なるほど感）

なるほど、そんな課題があるのですね！
なるほど、そんな解決手法があるのですね！
なるほど、だからみなさんが取り組むのですね！

76
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なぜ、この問題に取り組むのか？

【大前提】

助成機関のミッション、助成制度の趣旨にあっているか？

【説明手法】

複雑な課題をわかりやすく説明する

－分解し、解決できると思わせる

－団体なりの定義・解釈

社会問題
団体とし
ての課
題感

事業と
しての
課題感
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どのようにして解決するのか？

【大前提】

助成プログラムの条件にあっているか？

①解決手法→事業内容（助成プログラムの条件）

②事業内容≒お金の使い方（支出目的が条件にあっているか？）

【説明手法】

事業内容が、実現可能か？

事業内容は、課題に対して効果があるのか？
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誰が行うのか？

【大前提】

団体は、助成プログラムの条件にあっているか？

【説明手法】

その団体で、事業が実現可能か？

→実績で証明する

なぜこの団体がこの課題に取り組むのか？

→現場の知見で証明する
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申請者の視点、審査担当者の視点のギャップ

現在の状況や課題 事業実施 その後

申請者

審査担当者

申請書

申請者は現在の状況や課題から出発して
事業を計画し、事業の実施までを

イメージする

審査担当者は申請書から出発して計画を審査し、事業の実施
とその後までをイメージする

民明書房刊『世界公益大全－助成金よもやま話」より
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助成金申請書に必要な「時間軸」

分野の背景

地域の背景

団体の背景

現
在

課
題

解決手法
（or予防手法）

成果の持続

今 半年後からの1年間 1年半後からの3年間過去2年間

・事業内容

・スケジュール
・予算

事業の目的
事業

の目標

期待される成果

事業の目的

社会への
還元

10月 翌4月 翌々3月

事
業
の
成
果

団体としての目的・目標
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二つの事業計画の必要性

もう一つの事業計画
→事業の成果をいかに団体に、活動に、社会に活用するか

PLAN
事業計画を考える
助成金申請を行う

DO
事業を実施する
成果を出す

ACTION
実績を公開する
事業成果を活用する

CHECK
事業を評価する
ノウハウをまとめる
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申請者による証明

申請者が申請書で証明すべき５つのこと

１．【必要性】 →事業のニーズがあるか

２．【団体の実績・実力】 →実施可能な事業であるか

３．【課題設定と計画の工夫】 →成果を出せるか

４．【成果の持続性】 →事業の成果や経験を団体内で活用できるか

５．【貢献性】 →事業の成果を広げることができるか
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説得より納得：分析と提案

＜分析＞

社会全体としての状況、地域としての状況

受益者、支援者、団体にとって困っていることや足らないこと

団体のこれまでの活動から見えてきたこと

緊急性と重要性

＜提案＞

原因と改善ポイント

問題を解決するための手法

効果的だと思われる理由
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申請書のルールを守る

→問われるのは事務処理能力
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説明書ではなくプレスリリース

→数字、オンリーワン、
アピールポイント
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審査する立場の視点
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申請書の読み方

• 団体名と事業名からイメージを膨らませる

• 目的と事業内容とお金の使い方の関係性を確認する

• 何がしたいかを読み込むためには予算とスケジュールから見る

⇒予算とスケジュールと事業内容の整合性を確認する。

• ネットで調べれば意味がわかる用語はもはや専門用語ではない



×

89

審査は後ろから考える

助成事業が終わった後に、何が残るか？何が変わるか？

－団体にとって

－受益者にとって

－その業界として

－その地域として

－社会として

（※）助成プログラムの目的によって重要視するポイントは変わる

その「成果」が出せる事業内容か、団体として実現可能な実績があ
るかを審査する
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審査担当者が思わず聞きたくなる質問

助成する意義や、事業の価値を見つけるために

• 助成金の波及的効果は？

• 団体、地域、社会、分野にどういう効果を生みだすのか？

• 助成事業終了後はどうするのか？

事業の新規性と団体の調査度合を確認するために

• 他の団体ではやっていないのか？

• 他の地域ではやっていないのか？

• 団体として初めてなのか、その分野として初めてなのか？

助成金
１００万円以上
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なぜ審査担当者は質問するのか

不採択にするための質問ではなく、採択するための理由を見つける
ために質問する

申請者は、なぜ助成しないといけないのかの理由を提供する

申請者は、数字的な証拠を用意しておく



Copyright by CANPAN

×

適切な予算

→適正な積算と
持続可能な規模感

92
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助成金申請額から考える審査のポイント

「この申請額で、この○○○なら・・・」という判断

①団体の規模感との比較

⇒前年度決算額、スタッフ数

②事業の対象と金額について他の事業との比較

⇒事業目的、事業内容、対象者、対象地域

③成果のコストパフォーマンスと投資効果

⇒成果物、事業のインパクト

さらに「助成事業終了後、お金はどうしますか？」と聞く
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正しいお金の使い方

助成金でお金がある時に、

〇普段できないことをする

〇助成事業終了後に活用できるものにお金をかける

助成金でお金があるからといって、

×普段と比べて贅沢にしない

×普段と比べて規模を大きくしない



Copyright by CANPAN

×

助成機関にとって
助成金は投資
（社会的リターン）
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投資という視点

助成機関のミッション・戦略（＝助成プログラム）に基づいた投資

（＝社会的リターン）

• 目の前の社会課題を解決していくための投資

• 今後の社会変革の担い手（団体）を育成するための投資

• 社会を（質的に）より豊かにしていくための投資

• 将来の困難を予防するための投資



×

97

投資だから

投資効果が高いものを支援したい

①効率

→助成機関が自ら事業を実施するよりも、助成金で実施してもらう
ほうが効率的である

②コスト

→同じ成果が出るなら、よりコストパフォーマンスがよい事業

③効果

→同じ金額を支援するなら、より効果が高い事業

④成果の再投資

→その成果が団体で何度も活用され、他の団体や地域にも活用
される



Copyright by CANPAN

×

不採択の理由より
採択の理由を聞く
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採択の理由

1件あたりにかける審査時間について、不採択事業より採択事業に
かける時間のほうが多い（それだけ深い理由になる）

採択の理由を聞いたほうがいい理由

• 助成機関が団体や事業のどんなところを評価してくれたかを確
認する

• 審査上で危なかった点を確認する

• 自分たちでは気づかなかった価値や弱点を再発見し、次の申
請の参考にする
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不採択の理由

不採択の理由の問い合わせに応じていない助成機関も多い

ボーダーラインの申請ほど、不採択の理由を伝えにくい

不採択の理由

○条件に合致していない

○対象とする事業の趣旨や規模感とあっていない

△団体、事業、予算のどこかでマイナスポイントがある

×ボーダーラインの申請で、予算の関係で不採択なった

×審査員の評価が分かれた



Copyright by CANPAN

×

助成金も
インターネットが当たり前
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助成とネット

時代の変化とともに助成金とネットのあり方が変わっている。

→募集要項、申請募集、助成決定事業一覧、事業報告、事業成果
物など、インターネットを活用して行う時代に

→助成事業の成果として、同じような団体であれば、ネットでの情報
発信力が高い団体のほうがより効果的な事業ができると判断さ
れることも出てくる
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10年前と今

10年前は・・・

助成機関は電話で自治体やNPOセンターに確認する

申請書に添付されていた新聞記事が信頼を高める

NPOは電話やFAXで資料請求を行ったり、NPOセンターにある募
集要項の資料を見る

今は・・・

助成機関はネットで団体を調べる

NPOはネットで助成情報を調べる

ネットで申請をしたり、報告書を公開したり

★助成金業務自体、ネットが中心になってきている
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申請する前に情報の整理を

・ホームページ上で、団体概要がわかりやすく掲載されている

・計画書と報告書、予算と決算がちゃんと掲載されている

・今の活動の様子がわかる

・外部のどういった人と連携しているのかがわかる

・これまでに助成金でどういう成果を出してきたのかがわかる

・ソーシャルメディアの活用状況がわかる

★ホームページやブログなどが、団体や活動、実績をアピールする
素材に

★ネットでの情報発信力も審査のポイントになりつつある
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申請する前に情報の整理を

情報発信の整理の目的

→助成機関の担当者がネットで検索をした時に、魅力的な団体と感
じてもらえるように

→社会変革のためには、単独で行うのではなく、様々なセクターの
関係者といかに協働で行うかが大事な時代になってきているの
で、そういった点もアピールポイントになる

→更新されていないサイトやブログがある場合には、誤解が生じな
いように、そのサイトがクローズしたこと、移転したことを明確に
表示する
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申請する前に情報の収集を

どんな助成制度があるのかネットで調べる

→見方を変えて、活用できるかどうか、想像を膨らませる

様々な助成制度の募集要項や申請書の書き方を読む

→考え方や視点を学んで、自団体の事業計画に役立てる

助成実績を調べる

→その助成プログラムの規模感、対象団体の種別、内容（事業名
から推測）を感じ取る

→助成金額の規模から、どういった目的を持った助成金かを推測
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おススメの助成制度データベース

CANPAN助成制度データベース
全国規模の助成プログラム約300を厳選して掲載

助成財団データベース／助成プログラム検索（助成財団センター）
アンケート調査の回答、約1,000団体のうち公募および限定公募をしている制度

NPOWEB 助成金情報（シーズ・市民活動を支える制度をつくる会）
ニュース形式で掲載された各助成プログラム

公益信託データベース（公益信託協会）
信託銀行等が受託している公益信託のデータベース
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おススメの助成制度データベース

【分野別の助成制度データベース】
芸術・文化助成金情報（トヨタ・アートマネジメント／ネットTAM）
毎月、ブログに芸術・文化に関する助成金情報をまとめて掲載

芸術文化振興基金 助成団体・助成事業情報一覧（日本芸術文化振興会）
データベース形式の芸術・文化に関する助成制度の一覧

環境らしんばん 助成金（地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）等）
データベース形式の環境に関する助成制度の一覧

助成金情報（国際協力ＮＧＯセンター（JANIC））

ニュース形式の国際協力に関する助成制度の一覧。

参考情報
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助成プログラムのWebサイト

情報の宝庫

・各助成プログラムのWebサイトから、事業のヒントを探る

・省庁の公募対象事業、独立行政法人の助成プログラムの募集要
項から、事業の組み立て方や助成金申請書の書き方を学ぶ

・各助成プログラムの助成金申請書のフォーマットと申請書作成の
手引きをよい参考書になる

・申請する助成金が公益財団法人なら、その財団の事業報告書を
チェックする

・申請の方法は助成プログラムによってルールが違うので要注意
（書類の作り方、提出方法）

参考情報
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申請のための参考資料

助成金申請書の書き方や、予算の単価の感覚が

全くない方は、独立行政法人の申請の手引きを参考に

１．福祉医療機構

２．国際交流基金

３．国際協力機構

４．地球環境基金（環境再生保全機構）

５．子どもゆめ基金（国立青少年教育振興機構）

６．芸術文化振興基金（日本芸術文化振興会）

７．日本スポーツ振興センター

参考情報



×

この図は、民明書房刊
『世界公益大全－助成
金よもやま話』の第3章

「助成プログラムの分
類」の内容をまとめた
ものです。

111

福祉
環境

復
興

子ども

助成プログラムの分類

地域社会
街づくり

個人の職業支援につなが
る事業も公益系助成制度
の対象になりつつある（介
護ヘルパー養成や農業支
援など）

参考
情報
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３．リアルな事業づくり
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申請事業の型

例：中高生の学習支援

通常の
活動

拠点整備備品整備

パイロット
事業

モデル事
業

人材養成

周知啓発

ネットワー
ク事業

広域人材
養成

活動の質
向上

受益者特
定型事業

普及プログ
ラム開発

組織基盤
強化

調査研究

教材開発

情報提供

【組織マネジメント】

【事業開発】 【活動強化】

【受益者拡大】

【広域活動】

ニーズ深
堀型事業

手法応用
型事業

ニーズ変
遷型事業

他分野進
出

他地域展
開
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申請事業の型

【組織マネジメント】

組織基盤強化・・・ 寄付・会員集めの仕組みづくり、Ｗｅｂサイトやパンフ制作など

備品整備・・・ 教室の備品購入

拠点整備・・・ 建物の建設や、空き物件の改修

【活動強化】

パイロット事業・・・ 長期休暇中のキャンプ合宿の開催（この団体としては初めてだが、他
の団体ではすでに実施され、成果を上げている事業）

活動の質向上・・・ 専門家を呼んで活動の質を上げるための研修やプログラム開発

人材養成・・・ 学習支援を行う大学生ボランティアの養成や研修プログラムの開発

教材開発・・・ 学習支援の教材開発やテキスト作成

周知啓発・・・ 地域における学習支援の必要性を伝えるシンポジウム等の開催
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申請事業の型

【受益者拡大】

普及プログラム開発・・・ 学習支援プログラムの体系化、パッケージ化

受益者特定型事業・・・ 貧困世帯の子どもを対象とした学習支援活動

情報提供・・・ 行政や受益者（保護者や子ども）へ学習支援に関する情報提供を行うための
Ｗｅｂサイトの開設

他地域展開・・・ 他の地域でも同様の活動を行うための立ち上げ事業

【広域活動】

モデル事業・・・ 団塊世代の教師ＯＢを活用した学習支援の実施（他の団体でも行われてい
ない新規事業で、その分野でモデルになるような事業）

調査研究・・・ 学習支援の内容や成果に関する調査研究

広域人材養成・・・ 全国各地の同じような活動をしている団体の学生ボランティアを対象とし
た研修プログラム

ネットワーク事業・・・ 全国各地の同じような活動をしている団体をネットワーク化するため
の事業
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申請事業の型

【事業開発】

ニーズ発掘型事業・・・ 中高生がいる貧困世帯を対象とした家族支援（活動の中から見えて
きた本当のニーズへの対応）

ニーズ変遷型事業・・・ 高校生の就職活動支援（受益者のライフステージにあわせてニーズ
が変わる場合）

他分野進出・・・ 子育て世帯に対する支援活動

手法応用型事業・・・ 大学生ボランティアと学習支援を活用した高齢者の認知症対策事業
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事業づくりのヒント

事業
内容

事業の
対象者

受益者

①アイデアを想定する
②課題分析をする
③事業による変化を考える
④成果を考える
⑤団体の発展も目指す

【事業の切り出し方】
１．団体の事業のすべてを
助成金の対象と考えな
い

２．対象者・受益者の中か
ら、一定の層をターゲ
ットとして考える

３．「事業内容」「対象者」
「受益者」で仮説のサイ
クルを回す
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公益活動のフレームワークその１

機会の提供

価
値
の
創
出

アイデア ニーズ
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公益活動のフレームワークその２

活動

NPO 個人・組織

価値提供 価値創出

社会・地域
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公益活動のトレンド

成果志向

地域連携・
地域での成果

社会的インパクト評価
（事業評価）

ロジックモデル
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助成事業の構成

事業
内容

対象者 受益者 地域や社会

変
化

団体

対象者 受益者 地域や社会団体

対象者は、受益者、
もしく団体となること
もある

受益者と地域の
順番が入れ替わ
ることもある

事業としての成果ノウハウ

変
化

変
化

変
化

資産化

継続して実施できる仕組みを作る or 持続的な成果にする
And 事業のノウハウを他地域、他団体に提供する

実
施

知見
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助成金による資産作り

助成事業のプロセスを通して、５つの資産を作る

【人】 協力者、参加者、人材養成

【モノ】 備品、Webサイト、テキスト、施設、設備

【仕組み】 低コスト化／事業収入／ノウハウ移転で収益

【ネットワーク】 助成機関、行政、他セクター、専門家

【ノウハウ】 事業の専門性、組織マネジメント

事業終了後も活用できる資産を作る
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受益者について考える

対象者
or

直接的
受益者

事業
地域的
受益者

受益者負担コスト減

行政コスト減

経済メリット創出

経験・知見・ノウハウによる他地域・他団体、社会への還元
（さらなる公益性→広益性）

民明書房刊『世界公益大全ー助成金よもやま話』より

事業後に
見込まれ
る受益者

間接的
受益者

受益者
数の最
大化
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受益者について考える

直接的、間接的、地域的、事業後の受益者を整理する

直接的受益者or事業の対象者

間接的受益者→事業の対象者or直接的受益者の変化によって
益を受ける人

地域的受益者→事業によって間接的に益を受ける地域住民

事業後の受益者→事業終了後３年間で生じる見込みの受益者
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結果、変化、成果、成果物

（例）

助成金セミナー開催

参加者の意識変革・知識吸収

参加団体が資金調達！

開催報告書、プレゼン資料、

セミナーのパッケージ化など

★ノウハウ提供と自団体のツールとして

結果

変化

成果

成果物



事業による変化 事業の成果事業の結果

→事業を実施して、どのよ

うな数値的な事実・結果
が生じるのか（セミナー
○回、参加者○○人な
ど）

→事業の未実施と実施を
想定した時の差異（０→
１になった部分）を表現

→事業を実施して、事業の

進捗と事業の結果から、
受益者、地域、社会、団
体にどのような変化が生
じるのか

→現状と事業実施後の状
況の差異を表現

→左記の結果と変化を踏

まえて、事業の分類であ
る「課題型」「提供型」
「組織型」の観点から、
どのような成果が見込ま
れるのか

→設定した事業のニーズに

対して、事業実施後とそ
の後の3年間で事業がも
たらす効果を表現

団体の中で継続的に実施できるような仕組み化
事業実施の経験やノウハウを提供 → 地域や全国へ
公益事業として成果を還元 → 公益から広益へ

ノウハウを共有するための
アウトプットの作成や企画
（成果物や成果報告会）

事業の成果を整理する
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助成事業の成果の相関図

経験

事業開始 事業終了

仕組み
ノウハウ
ネットワーク

実績

対
象
者

団
体
内

地域社会
の変化

テキスト
プログラム
施設・設備

【新規対象者】

社会全体
の変化

成長・変化
機会

投資 投資回収

民明書房刊『世界公益大全－助成金よもやま話」より

成長・
変化

機会

他地域
展開
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助成事業終了後のあるべき姿の4タイプ

①成果の再現

④仕組み化③課題の解消

②活動強化
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成果の活用

①成果としての仕組化

→事業終了後も、継続的に事業が実施できるような仕組みを事業中
から構築する

②成果の普及

→公益事業としての助成金の役割として、助成事業による事業実施
の経験やノウハウを、地域や社会に積極的に提供することが必要

→その成果を一団体のものではなく、広く社会に還元していく仕組み
を意識し、「公益」から「広益」への考えを盛り込む

事業の目標・内容・予算に上記の視点を盛り込む

助成金
１００万円以上
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公益性の実現

公益＝「不特定多数の益」

事業実施地域における、不特定多数の益を実現する

助成事業を実施した時のノウハウや経験、知恵、あるいは成果として
のノウハウや知恵を他団体にも共有し、活用してもらうことで、事業
実施地域以外の不特定多数の益を実現する

個々の助成事業で公益性を追求しつつ、ノウハウや知恵を共有する
ことで、一地域の「公益」から全国的な「広益」を意識する

助成事業の計画の中に、事業のノウハウや成果の普及という取り組
みを盛り込むことで、より魅力的な申請へ

助成金
１００万円以上
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申請書のポイント その１

• 一番の受益者は誰なのかをわかるようにする。直接的受益者、
間接的受益者を整理して、数値を盛り込んだ方がよい。

• この事業を続けていく工夫は？

• 調査は、主に３つのものがある。

①ニーズを正しく理解する、発掘するためのもの

②ベストプラクティスを発掘し、ノウハウとしてまとめるもの

③課題解決の方法の仮説があり、その仮説を検証するもの

• 例えば、助成プログラムの目的が③を意識したものであれば、そ
の後の課題解決の事業展開がイメージできるものにする。

• 調査結果をどう活用するのか？調査のための調査なのか？事
業のための調査なのか？
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申請書のポイント その２

• よくある申請書のケースで、○○市で行うということが、最後の方
の文章で推察できるが、申請書全体を通して、○○市で行うとい
うことを意識させる。事業実績も、どこの地域で行ってきたのかが
重要。

• XX事業そのものがすでに実績があって、効果があるものなの
か？他の地域ではすでに行われていて、○○市でやっていない
のか？ なぜ、今、このタイミングなのか？

• △△△になるのはどんな人？より具体的なイメージを知りたい。

• 事業の弱点を抽出し、それに対する改善案をあらかじめ記載す
る

• 200名という人数は、○○市ではどれくらいの規模になるのか？
200名という数字の意義は？200名をどのように選ぶのか？
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×

助成プログラムの
有形無形の意図を

読み取る
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助成プログラムのチェックポイント

募集要項に記載されていることを確認する

• 対象となる分野

• 対象となる事業

• 事業実施の体制

• 審査基準（「先進性」などの○○性の確認）
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助成プログラムのチェックポイント

募集要項に明記されていないことを読み込む

• 事業のフレームワーク

→計画から実施、事業後までのプロセス

• 事業の規模感

→対象地域の範囲や人数

• 事業のレベル感

→現状対応、課題解決、課題予防、提案

• 事業成果のレベル感

→事業実施、成果目標達成、社会への還元
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事業のフレームワーク

＜助成プログラムとフレームワーク＞

助成業務の実践→知見やノウハウの蓄積→

「公益事業のフレームワーク」→助成プログラムに反映

＜よい申請書とは？＞

助成プログラムが期待するフレームワークが盛り込まれている

フレームワーク＝計画段階から始まる事業の進め方

• ニーズのとらえ方

• 事業の推進とその体制

• 成果の出し方

• 成果の活用の仕方
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４．事業づくりのワーク
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事業づくりの根本として

あなたは「社会を変えたい」のか、

それとも「社会によさそうなことをしたい」だけなのか？

私たちを待つ人は、どこに、どれだけいるか？

その人々にいつ、どのように届けるか？

私たちはそれを刻んだ上で、今日の活動を始め、終えているか？

『ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所] 川北さんの言葉』

～ソシオ・マネジメント創刊号「社会に挑む５つの原則、組織を育て
る１２のチカラ」 P.3より～

http://blog.canpan.info/npomanagement/archive/217



×

139

助成事業の構成

事業
内容

対象者 受益者 地域や社会

変
化

団体

対象者 受益者 地域や社会団体

対象者は、受益者、
もしく団体となること
もある

受益者と地域の
順番が入れ替わ
ることもある

事業としての成果ノウハウ

変
化

変
化

変
化

資産化

継続して実施できる仕組みを作る or 持続的な成果にする
And 事業のノウハウを他地域、他団体に提供する

実
施

知見
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ワークシート

CANPAN式助成金申請 事業づくりワークシート

シート① １．アイデア

シート② ２．仮説

シート③ ３．計画

シート④ ４．団体 ５．工夫

シート⑤ ６．検証

※本日はシート①②を使用します。



×

５．「助成金」の価値
～お金だけではない助成金の

意義を有効に活用する～
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あらためて助成金を考える

お金以外の助成金の価値、助成金の意義

• 自分たちの団体・事業が他人に認められたということ

• 助成金は単なるきっかけ、このきっかけをどう活かすか

• 団体内のモチベーションアップ、スキルアップに

• 「助成事業」という名のキャンペーンを通じて、自治体関係者、公
益分野関係者、助成機関関係者等に、団体の周知を図る

★助成金を情報として活用する
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インターネットによる変化

誰もが情報発信出来る時代になり、情報開示が当たり前

→助成機関のアカウンタビリティ（説明責任）として、助成先団体に
よる情報開示も求められている

リアルタイムの情報発信に

→Webで事業の進捗段階から情報発信する形へ

情報発信も量から質の時代へ

→質のよい情報発信が必要、助成機関も助成先団体も
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助成金という情報

助成金を「情報」として捉え、その情報をどう活用するか？

そのために何をすればよいか？

①助成金が決定したら

②事業の準備を始める時に

③事業の進行中は

④もしイベントをするなら

⑤事業が完了したら

⑥次の助成金申請に向けて
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①助成金が決定したら

・助成金が決定したことを発信する

◆ホームページ、会報誌、メルマガに掲載する

◆ソーシャルメディアで発信する

◆CANPANなどの団体情報データベースの実績欄を更新する

→周囲への宣言になる

→内部のモチベーションアップ

→オープンなところに、人が集まる

→助成機関スタッフも意識してくれる

参考情報
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②事業の準備を始める時に

・広報・情報発信計画を策定する（体制、内容、スケジュール、情報
公開の範囲など）

・進捗報告を行うためのブログを用意する（もしくはブログでカテゴ
リー設定を行う）

・事業の中で大きなイベントを行う計画がある時は、この時点から
ソーシャルメディアのアカウントをあたためておく

・関連分野の情報収集のためのRSSなどにキーワード登録を行う

・Twitterのキーワード検索を登録する

→情報収集と発信の準備をする

参考情報
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③事業の進行中は

・組織内で積極的に情報共有を行う

・オープンにできることはオープンに

・進捗をブログで報告（内部の情報共有にも活用）

・マスコミに取材してもらいやすいきっかけを作り、プレスリリースを
発行する

→事業の進捗時から積極的に情報発信することによって、事業と団
体に関して認知度を高める

参考情報
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③事業の進行中は（ブログ編）

ブログ活用

→ブログに活動実績を蓄積していく

→キーワード検索を意識した記事作成を心がける

→ブログは助成機関関係者も含めた状況報告として活用する

→途中からプロジェクトに関わった人の情報共有のツールとする

→助成事業の事業報告書の元ネタとなることを意識して、ブログ記
事を作成する

→ブログに掲載することを意識した写真撮影を行う（特に写真は後
の事業報告書作成に活用出来る）

→ブログそのものが事業の成果となることを意識する

参考情報
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③事業の進行中は（その他編）

その他のツール活用

→ネットでの情報収集は、「NAVERまとめ」にして、プロジェクト担当
者の情報共有ツールとするとともに、団体の専門性をアピールす
る

→インターネットやマスコミで情報流通しやすい成果物、あるいは成
果発表会の形を検討する

→成果物は「○○市の子育て白書」というようなイメージしやすいも
のにする（マスコミで取り上げられることを意識して）

→事業と団体の周知のために、事業の成果を伝える報告会を開催
することも視野に

参考情報
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④もしイベントをするなら（告知編）

・集客周知にソーシャルメディアを活用する

・メルマガでも、しっかり告知する

・NPO系のイベント告知サイトを活用する（例えば、CANPANのトピッ
クスに掲載すれば、自動連携でYahoo!ボランティアに掲載される）

・NPOセンターやボラセンの掲示板、メルマガに掲載してもらう

・マスコミへのプレスリリースを発信する（取材と告知の依頼を使い
分ける）

・助成機関にダメもとで周知を依頼してみる

・助成機関のスタッフもしっかりお誘いする（参加してもらって活動を
より深く理解してもらえるチャンス）

参考情報
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④もしイベントをするなら（報告編）

・イベントは集客、中継、報告の3回の情報発信チャンスを活用する

・ノウハウ的なセミナーや活動報告会であれば、ブログに報告記事
をしっかり書く（実績作り）

・楽しみながらのイベントであれば、写真を中心とした報告をブログ
に行う

・どちらのイベントにしても、Facebookでは、当日中に写真を中心に
開催報告と参加のお礼を写真中心で行う（参加者にシェアされや
すい）

・参加者にメールでブログの報告記事をお知らせする

参考情報
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⑤事業が完了したら

・事業報告書を作成し、公開できるものは公開する

・特に助成金でどのような成果が出たかをしっかり掲載する

・事業のノウハウを成果物としてまとめ、公開する

・成果物や報告書は抜粋版も用意してより広く知ってもらう

・自社メディア、ソーシャルメディア、マスコミへの露出・告知を図る

・公式サイト、ブログで事業の成果をアピールする

・事業報告会のようなイベントを開催する

参考情報
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⑥次の助成金申請に向けて

事業の途中で次の助成金申請の時期になってしまう

・進捗報告でしっかりアピールする必要がある

・特に継続事業で申請する場合はそれまでの進捗をしっかりWebに
掲載する

（例えば、4月に助成金が決定して、10月には来年の助成金申請を
するので、半年分の進捗と成果をしっかり発表する。）

参考情報
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×

審査の流れを意識して
申請書を作成する
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×

申請する
（事業計画の作成、申請書の作成、予算の積算、

添付書類の用意、場合によっては自治体等の推薦状の用意、
期日までに申請書類の送付）
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事業を考える 助成制度を調べる

事業計画を練る
申請したい助成制度の
募集要項を入手する

審査される
（追加の資料請求、電話や面談でのヒアリング、

事業内容修正に関する協議）

審査結果を待つ

助成金申請に関する流れ
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①書類を確認する

②申請書内容を確認する

③申請一覧表を作成し、申請書を
コピーし、関係者に配布する

④インターネットで検索する

⑤団体を把握する

⑥事業内容を理解する

⑦助成の条件に合致しているかを
確認する

⑧地域、分野の状況を調べる

⑨申請者に質問する

⑩支援をするかどうかを考える

⑪審査会議で、申請者に成り代わ
って説明する

【外部審査員】

①事務局で申請一覧表を作成し、
申請書をコピーする

②審査員に配布する

③審査員が審査する（左記④～⑧）

④質問があれば事務局経由で申請
者に質問する

⑤審査員ごとに審査をする

⑥各審査員ごとの審査内容を持ち
寄って、審査会議を行う

審査の様子



×

157

助成金が本当に必要か、もう一度考える

最後に、本当に助成金が必要ですか？

団体や活動の適切な発展のために、今、助成金が必要ですか？

団体の運営、持続的な発展のために、本当に今、助成金が必要かを
あらためて考えましょう。

助成金は毎年継続してもらえるものではありませんので、その助成
金が団体の今後の発展につながる資金として活用できるかという点
を重視して検討してください。
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助成金申請のゴールデンルール

20世紀の格言
か・・・書く
き・・・期待する
く・・・来る（通知が）
け・・・決定する

こ・・・志があれば大丈夫

21世紀の格言

か・・・課題に基づく目的を作成する

き・・・気づきを目的に盛り込む

く・・・工夫した手法による計画を立てる

け・・・検証可能な目標を設定する

こ・・・行動力をアピールする

民明書房刊「世界公益大全～助成金よもやま話」より
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【参考】助成事業の両界曼荼羅

成果/
組織

変化/
組織

結果/
組織

成果/
受益者

変化/
受益者

結果/
受益者

成果/
対象者

変化/
対象者

結果/
対象者

成果曼荼羅
（金剛界曼荼羅）

①ミッション

②ビジョン

③バリュー

⑤
手

法

④
課
題
発
見

⑥過去実績

⑦計画・工夫

⑧実行力

⑨成果

⑪

障
害

⑩
受
益
者

⑫波及効果

事業曼荼羅
（胎蔵界曼荼羅）
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×

【参考】
CANPANの

団体情報データベース
～助成金申請の

団体情報として活用～
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ＣＡＮＰＡＮ団体情報データベース

2016年度のアクセス数： 訪問者 訪問数 ページビュー

1,355,815 1,805,991 2,962,254

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

訪問者 訪問数 ページビュー

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

• 団体情報データベースに対するニーズが高まっている
• 団体の組織情報（信頼情報）を知りたい
• 多くの活動団体の中から自分にあった団体を探したい



×CANPAN団体情報の項目
CANPAN団体情報は、主要な助成プログラムの申請書で求められる情報と、国の
定める標準開示フォーマットの項目で構成されています。

助成プログラム
の申請書

標準開示フォ
ーマット
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×資金提供者が知りたい情報

※IIHOE「2009年助成申請書の団体

基礎情報に関する、地域規模・全国
規模助成の比較調査報告書」

９１機関・１３３の助成プ
ログラム（計３３８億円）
の申請書・報告書の「申
請団体に関する情報」の
項目を集計・分析

• これを元に、常に約5

割以上聞かれている
項目を中心に作成した
のがCANPAN団体情
報

団体概要（団体名、連絡先）

運営体制・財務状況

設立の目的・活動実績
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×行政が求める情報

新しい公共支援事業／標準開示フォーマット

• 「新しい公共」の自立的な発展の促進
のための環境整備」を進めることとさ
れ、平成22年度補正予算87.5億円

• 小さな政府の流れの元に、行政の業務
をNPOに移管していく動き

• 財務状況を含めた透明性が求められ
情報開示が重要視されている

• そこで定められたのが標準開示フォー
マット

• CANPAN団体情報はリニューアルでこ
れに対応
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×団体の信頼性をアピールする方法①

情報開示レベル

•入力量に応じて自動的に
★が増えます
※最低限の情報を記入して
いる→★１

必要な情報をほぼすべて
記入している→★５
・★５がCANPANメンバーズ
の要件
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• この登録項目は国内助成プログラム約130の申請書フォームを元に、共通する
約8割の項目を中心に構成されています。

• 登録した情報量に応じて情報開示度レベルを示す★マークや信頼性を示す認
証マークがつきます。

• 団体情報は以下の構成になります。

▽基礎情報・活動概要・活動実績

▽財政・収支報告書・貸借対照表

→３年分の財務情報 →NPO会計基準書式

▽組織運営・行政提出情報

→新しい公共支援事業「標準開示フォーマット」

▽添付資料

• 代表者氏名が「姓」と「名」にわけて入力する形になりました。
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あらためてCANPANの団体情報
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• 決算報告書やパンフレットなどを添付資料として登録（アップロード）します。

定款、会則、最新役員名簿、パンフレット、入会申込書、退会申込書、

会員情報変更届、研究費・助成金申請書

（年度別添付資料：計3年分）

事業報告書と事業計画書、予算書類

• 書類種別で「画像」としてアップロードした場合は団体詳細ページに画像が表示
されます。

• 添付可能なファイル拡張子

・画像・・・GIF、JPEG、JPG、PNG （書類種別で画像を選択してください）

・音楽・・・MP3、MID、WMA

・ドキュメント・・・PDF、TXT、CSV、DOC、DOCX、XLS、XLSX、PPT、PPTX

※1ファイル10MBまで登録可能です。
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団体情報の添付書類
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助成金とは・・・

樹木は育成することのない
無数の芽を生み、

根をはり、枝や葉を拡げて
個体と種の保存にはあまりあるほどの

養分を吸収する。

樹木は、この溢れんばかりのの過剰を
使うことも、享受することもなく自然に還すが

動物はこの溢れる養分を、自由で
嬉々としたみずからの運動に使用する。

このように自然は、その初源からの生命の
無限の展開にむけての秩序を奏でている。

物質としての束縛を少しずつ断ちきり、
やがて自らの姿を自由に変えていくのである。

“デンマーク王子アウグステンブルク公にあてた
美学的なことに関する書簡第27号より一部を抜粋“

フリードリヒ・フォン・シラー

横浜／ランドマークタワー


